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原始仏教 における善悪 について
―「パー リ語韻文シソーラス」を用いて―

橋 本 哲 夫

どの よ うな行為 が,「 善」 なのかは,そ の行為 が,「 全 員が行 つて も社 会組織 が

崩壊 しない」な どとい う性格 の ある行為 であ り,他 者 を,「 手段 として扱 うのでは

な く,目 的 として扱 う」行 為 であ る とい う点 は一般 的に認 め られ る所 で あるが,

「善 ・悪」 の判 定 に関 して,個 人 に とって,そ の行為 が,「 快」か 「不快 」か とい

うことが最 も切実 であ るので,「 快 ・不快 」か ら 「善 ・悪」 を考 え るの も無意味 で

はない.

と ころで,あ る行 為が,「 善 い」 といわれ る場 合,そ の発言 には,「 それを しろ」

とい う命 令の要素が含 まれてい る.と い う事 は,「 善行 」 とは,命 令が必要 な,す

なわち命 令 され なけれぼ しよう としない動作 だ とい う事で あ る.「 善行 」が,行 為

中に 「快」を もた らすので あるな ら,誰 にせ よ命令 されな くとも行 うはずであ る.

とい うこ とは,「 善行」 とは,動 作 中に は,「 不快 を感 じる行為」=「 した くない

行為 」で あ らね ぼな らない とい う事で あ る.(少 な くとも,常 に 「快」を感 じるとは

限 らない行為 とい うことである.)そ れ ゆえ,当 然,そ の行為 を 自主 的にお こな う人

は少 ない.あ る一 つの集団 の誰 もが していない とい う事 があ りうる.こ の点 を重

視 す ると,「 善行 」の定義 は,以 下 の ように考 え られねぼな らない.

「善行」 とはある行為 について(例 えば,「嘘をつかない」),行 為者 が,実 行 中に,

直 接 「快」 を感 じな くて も,ま た,誰 もが,そ れ を してい ない状 況 にあ って も,

「その行為 は,善 行で ある」=「(君 も私も)そ れ を しな けれ ばな らない」 と言 い う

る 「行為 」 とい うこ とにな る.

で は,人 は,な ぜ,そ うした不快 な 「善行」 を敢 えて行 うのだろ うか.

「善」 は,「 快」 に裏打 ちされな けれ ば実際 上の意味 が無 いが,そ の関係 は,一

様 ではない.行 為者 が,実 行 中 「快 」 を感 じてい る場合 は(少 な くとも不快 で は

ない場合 は),問 題 がな い.(こ の場合 「良い」 と表記する.).し か し 現 実 には

良 くあ る事だが ある行為 について,行 為者 が,行 為 中に 「不快」 を感 じて

い る(例 えば,遅 刻の理由を 「正直」に述べる場合)に もかかわ らず,そ の行為 を行
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(86) 原始 仏教 における善悪 について(橋 本)

為 者本人 も 「善 い」 と認 め る場 合が ある.そ の場合,ど うい う状況 下で,「 快」が

保証 され るのか?

「快」 を もた ら し得 る状況 は,二 つ あ る.一 つ は,行 為 中は 「不快」 で あつて

も,後 に,そ れ を上回 る 「快 」が本 人 に約 束 され てい る とす る場合 で あ る.「 親

切」 を例 とす る と,今,こ の人 に 「親切 」 にす る事 に よって,私 は,時 間 と財産

を失 うが,後 で,感 謝 された り,良 い評判 を得 た り,巡 り巡 つて,私 が困 つてい

る ときに助 けて もらえるか も しれない と考 える行為 であ る.し か し,こ の 「善行」

で は,第3者 の 「快」が,フ ァクター として含 まれていない,(親 切を受ける相手 と

い う意味ではない.直 接の相手の 「快」があれぼ,善 行だ とするなら,賄 賂 も善行になっ

てしまう.親 切を受 けない人々の 「快」・社会集団的な 「快」 という意味である)す なわ

ち,倫 理 的ではないので はないか とい う問題 が ある.(こ のような場合は 「よい」 と

表記す る.)も う一 つは,そ の本人 は,行 為 中は 「不快 」で あった として も,多 く

の人々(本 人も相手も一人 と数える多数 人類一般に近い)が 「快 」 を得 るとす る場

合で ある.し か しこの場合 は,行 為者 には,多 くの人 々の 「快」 の確認 が容易で

はない とい う問題 が ある.こ の行為 を 「善 い」行為 と表記 す る.い ず れに して も,

「快」 の 「最大化」が意 図されてい る.「 幸福」 とい う語 を使 えば,前 者 は,「 同一一

個人 の最大幸福 」で あ り,後 者 は 「最大 多数の最大幸福 」 と言 い得 る.こ の 「快

の最大化」 とい う点 に 「善行」 の本質 があ る と考 える.「 善 い」 「よい」 「良 い」 の

区別 を しない ときは,「 善 的な」 と表記す る.

さて,原 始 仏教で は どうか.こ こでい う原 始仏教 とは,パ ー リ語経典 中の仏教

とい う意 味で ある.そ の中で,特 に古 い とされ る韻文 に焦点 を当てて研 究対象 と

してい る.「 パ ー リ語韻文 シソー ラス」 とは, Dhamma-pada, Itivuttaka, Sutta-nipata,

Theragatha, then-gatha, Udana, Sagatha-vagga (Samyutta-Nikaya vol. I) 中の全ガー ター

を ファイル化 し,単 語 にき りだ し,活 用 ・曲用 して い る語 は基本形 に戻 し,見 出

し語 とし,見 出 し語 か らの派 生関係 ・同義 語 ・ヴァ リア ン トを明示 し,英 訳 を付

け,HITO(人),SEIJA(聖 者),YOKU(欲)な どのイ ンデ ックス を付 け,辞 書順

にソー トした もので あ る.お よそ1.6メ ガ バ イ ト.パ ソコ ン上で上記 のガー ター

の全文 とこの シソー ラスを使 う と,全 単語 のパー ミュテイテ ッ ド ・イ ンデ ックス

や類義語 の半 自動的検 出が出来 る.(詳 しくは,私 個人のホームページhttp://www2s.

big1obe.ne.jp/～pali-bud参 照.)

「善 い」・「よい」・「良い」 はテキス ト内(上 記の諸ガーター)で は,ど う表 わ され

て い るか一 は,D.Andersen著"PALIREADER"のGLOSSARY内 で`good',
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`

goodconducts'etc.の 訳 語 が 与 え られ て い る パ ー リ語 を そ れ と し て 扱 う.

GLOSSARY内 で`good',`goodconducts'etc.の 訳 語 が 与 え ら れ て い る パ ー リ語

は, 1. acara (m. good conduct), 2. kalyana (adj. good), 3. kusala (adj. good; n. good

deeds), 4. carana (n. good conduct), 5. cinna (adj.; n. good deed), 6. tava (adv. good), 

7. padakkhina (adj. good), 8. punna (n. good work), 9. bhadda & bhadra (adj. good ; 

m. a good man), 10. vatta & vatta (n. good conduct), 11. visuddhi (adj. good) 12. sat 

(adj. good), 13. santa (adj. good), 14. sadhu (adj. good; adv.), 15. su-kata or su-kata 

(adj. ; n. a good deed), 16. su-carita (adj. good ; n. good conduct), 17. sukka (adj. 

good), 18. sukkamsa (adj. the good side or point of a person), 19. sundara (adj. good&

n.; adv.), 20. subha (adj. good), 21. sobhana (adj. good), 22. hita (adj. good) が あ る.

テ キス ト内で も,「 善的」行為 は 「実行 時不快 」であ るSn.965で は,「kusa1a

を求 める者(kusalanuesin)」 は,「 不快(parissaya)」 を克服 しな けれ ぼな らない とす

る.Sn.969に お いて 「kalyanaを 行 な う」 ことは,例 えぼ,「 森 の奥 に住 む」事 で

あ り,「 不快(arati)」 な事 で あ り,そ れに耐 えなけれ ばな らない と明記す る.Dhp.

87で は 「善 的 な事柄(sukka-dhamma)」 を す るの は,「 楽 しみ難 い(durama)」 とす

る.(悪 事 は実行時 「快」である(Dhp.116).)

一一方
,「善 的」行為 は実 行時以外で は,「 快」 とも結 びつ くDhp.376で は 「善

的 な事(acarakusala)」 を す る者 は 「苦悩 を滅す る」 と説 く.Dhp.144で は 「知 恵

と善 的行為 の完成 した人(sainpannavijjacarana)」 が,「 苦 しみを除 くだ ろ う」 と言 わ

れ るが,そ の 「善的行為 の備 わ った人」(caranavat)と は,Sn.536で 「害 しよ うと

す る心 の存在 しない人」 とされ る.Dhp.314;SN.vol.1,p.49G,50Gで は 「善 的

な事(sukata)を す る と後 で後悔 しない.」 と言 われ る.Dhp.361で は 「身体 ・言

葉 ・意識 について慎 むのは善的で あ り(sadhu)そ うすれ ぼすべての苦 しみか ら逃

れ る.」 と説 く.Dhp.35で は 「心 を修 め る事 は善的(sadhu)で あ り,快 を もた ら

す.」 とい う.Dhp.376で は 「善 的行 いをす るもの(acarakusala)は 苦 を終滅 させ

る」 とされ る.さ らにDhp.68;SN.1,P.57Gで は 「善的」か どうかの基準 とし

て 「快 」が考 え られてい る.一 「も しもあ る行為 を した後 に,そ れ を後悔 しな

いで,う れ し く喜んで,そ の報 いを受 けるな らぼ,そ の行為 を した事 は よい(sadhu).」

そ の実行 時不快 な 「善的行為」 を人々が行 うのは,そ うすれぼ,「 最大快」を得

られ ると考 えてい るか らであ るが,そ のシステムの要 として,pu面aが あ る.

pu面aは 「布 施」 な どの 「善 的行為」 に よつて 「生み 出され(pasavati)」(Thig.

111 ; SN. vol. I, p. 213. G), 「増 え る」 (Itig. 90 ; SN. vol. I, p. 33G ; Thag. 238; Udag,
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8―5),「 摘 み集 める」事 ので きる(Sn.428,697;Dhp,118,122)「 未 来 のた めの善 的貯

蔵物(kalyana-nicaya)」 だ といわれ る(SN.vo1.1,p.72G,93G,97G).貯 蔵 物 の内容

は,1未 来 の快」(SN.v・1.I,p.142G)で あ り,「 長期 の快 の根 」(ltig.22,60)で あ

り,「 快 をもた らす性 質 のあ るもの」(SN.v・1.1,P.2G,3G,55G,62G)で あ る.そ

の量 は 「計 り知れ ない」(Dhp.195―6)と も言 われ る(Dhp.195-6).ま た 「行為者 自

身の もの(saka)で,人 はそれ を執 って赴 く」 といわれ る(SNvol.1,P.72G).凝

人 化 され て 「N/ypunnaを作 った人」 を次 の世で 「迎 える(patiganhati)」(Dhp.220)こ

ともす る.

そ して,pu面aを 作 つた者 は,「 この世 で もあの世 で も喜 ぶ」(Dhp.16,18),「 よ

い ところに生 まれ る」(SN.vol.1,P,97G),「 天 上界 に生 まれ る」(ltig.71),「 現 世

の利 と.来 世 の利 を得 る」(SNv・1.I,p.87G,89G)と 言 われ る.

この よ うにVNpunnaは,単 なる 「善 的行為 」とは質 的 に異 なつてい る.そ れは,お

そ らく,「 善 的行為 」が な され た とき,本 来,行 為 者 に与 え られ るべ きで あった

「快」 が,物 質化 したもの と仮 定 されて い るようで ある.

とす ると,最 も思 いつ き易 いモデル として は,「 布施 」 に よつて 「pu茄a」 が作

られ,(こ の瞬間,布 施 は,「善的行為」 となる.)そ の力で 「来世 での快 楽」が得 られ

る とい うモデルだが,実 際 には,そ の よ うな例 は,pu茄aの 全120例 中5例 しかな

い(S―N.v・1.I,P.18G,32G,57G,58G,59G).ま た,こ の5例 は全て完全 に同一文 で

あ り,実 質 的 には1例 であ り,第1例 は神 の発言 であ り,第2例 は発言者 が不 明

で ある.残 りの3例 は仏陀 の発言 とされ るが,登 場人物 「セー リー」が そ う言 っ

て るだけで,本 当は,神 の発言で あ るか も しれ ない.ゆ えに,非 仏教的発言 と考

える.〈 附記3参 照〉.Nwpunnaの 用 例 の4分 の3は 来 世 その ものに言及 してい ない.

又,NNpunnaと 布 施が来世 と共 に言われ る事 もない.特 に 「福田(punnakhetta)」 が い

われ る場合 は,必 ず,「 布施 」も言及 され るのだが,来 世 を語 る事 は全 くな い.す

なわ ち,布 施 は,来 世 とは無縁 なので ある.NNpunnaは 布 施 と来世 を繋 げないのであ

る.(布 施がなぜ来世での安楽を約束 しないかは,今 は推測す るしかない.附 記2参 照)

こ こで 「福 田」 とは何 か 「福 田」の出現す るガー ターには,必 ず,「 布施」

も出現す ることか ら,「布施 」との強 い繋が りが想 定 され るが,そ れは,ま ず,「pu-

N4nnaを求 め る人の田」(punnapekkhassakl・etta)で あ る といわれ る(SN
.vo1.1,P.167,

etc).そ れ は,「 サー リプ ッタ」(Thag.1177),「 仏 陀」(Thag.566;Sn.486),「 僧 団」

(SN.v・1.I,p.220G),「 修 行者(samana)の 集 ま り」(Thig.287),「 完 全 な聖者 ・完

全 に悟 つたひ と ・大 仙人」(SN.vo1.1,p.167,etc)等 で あ り,pu茄aを 求 めてな さ
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れ る飲食物 な どの布施 を受 ける人間 の こ とで ある.そ の人達 に施与 す る と,ま る

で 田に播 いた種 が,時 期 が来 る と何 倍 にもなる ように,「 得 られ るもの(phala)」 が

大 きいのであ る(SN.vo1,I,p.233G).そ れ ゆ え 「福 田」 といわれ る.し か し,そ

の得 られ る もの は,「 最長 の寿命 と最高 の美貌 と名声 と賞 賛 と幸せ 」(Itig.90)と

し,来 世 の安楽 に は全 く触れ ない.

つ ま り,僧 団 な どに布施 をす る とい う事 は,一 時 的に財 を失 う事 であ り,不 快

で あるが,そ の不快 に耐 える事が,本 来得 られ るべ きで あった 「快」 をpu茄aと

い う形で保存 し,そ れが僧 団な どで大 き く育て られ,後 に 「最長 の寿命」 な どの

「最大快 」 となって戻 つて くる.そ うい う場所 を,あ たか も田の ようにみ な して,

僧 団 な どを 「福 田」 と呼んだので ある.こ れは,農 耕モデル による 「布施 」の 「善

行 化」で あろ う.・(農耕の場合は,田 に与えたものと田から収穫するものが同じであるが,

「布施」の場合は異なるという大 きな違いがあるが).し か しここで は,布 施 を受 けな

い もの(第3者)の 「快」 は全 く考 え られて いないので,布 施 は ここで言 う 「善

行 」で はない.

「布施」 以外 のNNpunnaを 生 じる行為 としては,「 正 しい行 い」(samma-kamma,itig.

71),「 園 に植 え,林 に植 え,橋 を作 り…」(SN.v・1.I,p.33G),「 法 に従 って生 き,

真 実 を語 る…」(Dhp.220)が あ る.結 果 は,「 身体 が滅 びた後,天 上界 に生 まれ

る」,「天 に赴 く」,「あの世 でNNpunnaに 迎 えられ る」.来 世 とい う 「同一個人 の最大

幸福 」を 目指 した行 いであ るので,「 善行 」で はない.

「布施」以外で あって,pu面aを 生 じるが来世 に言及 しない行為 は,「 慈 しみの心

を持 って あ らゆ る生 き物 をいたわ る」(Thag.238),「 す べての生 き物 に哀 れみの心

を もって接す る」(Itig.27)が あ る.こ の2例 は,来 世 の 「快」 とい う 「同一個 人

の最大 幸福」を 目指 した行 いで はないので,又,「 布施」の よ うに一部 の人 間だ け

を相 手 にす るので はな く,す べ ての生 き物 を考 えて いる点 で,「 善行」で ある.こ

の行為 は,Sn.505と507で 「NNpunnaの為 には,無 限の慈 しみ の心 をあ らゆ る方向

に濾 らせ るのが よい」 とも言われ る.こ の場合 のNNpunnaは,大 き くなって,本 人

に帰 つて くる事が期待 されていないで あろ う.そ れゆえ,来 世 が不要 なので ある.

もはや行為 者 のための もので はないで あろ う.こ こか ら,NNpunnaを 全 く必要 としな

い人 が,考 え られ る.そ の ような人 には,「 実行 時不快 」 とな る行為 がない.そ れ

ゆえpu面aを 作 らない.NNpunnaに よつて 「最大快」を返 して もら う必要が ない.そ

の ような人 は,テ キス ト内で は,「 この世で,NNpunnaとpapaを 離 れてい る人 は,バ

ラモ ンで ある」(SN.vo1.1,p.182.G;Dhp.267),「 この世で,NNpunnaとpapaに 執 着
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し な い 人 は,バ ラ モ ン で あ る 」(Dhp.412;Sn,636),「tiNpunnaとpapaを 捨 て た 人 は,

道 の 人 で あ る 」(Sn.520),「 仏 陀 はNNpunnaとpapaに 汚 さ れ な い 」(Sn.547),「NNpunna

とpapaを 捨 て て 目 覚 め て い る 人 」(Dhp.39)と い わ れ る.こ の 人 達 の 行 い が,真

正 の 「善 行 」 で あ ろ う.

〈附 記1:表 題 が 「善 ・悪 」 で あ りな が ら,「 善 」 しか扱 え な か っ た.「 悪 」 は別 の機 会 に

した い と思 う.〉

〈附 記2:僧 団 等 へ の布 施 が 来 世 に 言 及 せ ず,「 園 に 植 え,林 に植 え,橋 を作 り… 」(SN.

vol.I,p.33G)と い うよ うな 社 会 に対 す る 「布 施 」 が,来 世 にの み 言 及 す るの は,punna

は 生 育 す る場 が 必 要 で あ り,福 田 が あ れ ぼ,そ こで大 き くな り,な け れ ぼ,来 世 との 間 隙

で大 き くな る と仮 定 す れ ば,説 明 で き る.す な わ ち,僧 団 は 「福 田 」 で あ るの で,そ こへ

の布 施 に よ って 生 じ たpunnaは,「 福 田」 で 大 き くな り,来 世 は不 要 で あ る.一 方 「福 田 」

で は な い い わ ゆ る社 会 に対 す る布 施 で は,punnaは 来 世 との 間 隙 で しか 生 育 で き な い の で,

来 世 が説 か れ る.

〈附記3:(SN,vol.I,p.18G,32G,57G,58G,59G)の5例 を例 外 だ と した の は,第2例

に お い て,「 布 施 」 を受 け るの は,仏 陀 で あ る 「ヤ ッカ 」 で あ る.す な わ ち 「福 田 」 で あ

る.「 福 田 」 で あ る人 に 「布 施 」 をす る とい う こ とは,来 世 が 不 要 な は ず な の に,来 世 で

の効 能 を考 え て い る こ とに な り,不 合 理 だ か らで も あ る.〉

〈附 記4:「 布 施 」 は 「与 え る事 」 「与 え る もの 」 一 般 とい う広 い 意 味 で 使 って い る.〉

〈附記5:テ キス トの略称 と位置の表記法― Dhamma-pada=Dhp, Itivuttaka=Itig, Suttanipata=

Sn, Theragatha = Thag, Therigatha = Thig, Udana = Udag, Sagatha-vagga (Samyutta-Nikaya vol.

I) =SN. vol, I. Itivuttaka ‚Æ Udana は 通 しの 章 節 番 号.SN.は ペ ー ジ他 は,ガ ー ター 番 号 〉

〈キ ー ワ ー ド〉 パ ー リ語,コ ン ピ ュー タ,イ ン ド仏 教,punna.

(種智 院 大 学 助 教授)
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